




ランディングページからの反響率が低いけれど、具体
的な改善の方法がわからない。

こんな課題を解決する、
ヒートマップ分析改善テンプレート！

このテンプレートに沿って分析改善すれば、
・ランディングページの改善ポイントがわかります。
・ランディングページの改善方法がわかります。

このテンプレートを使い、ABテストを繰り返していくことで、
ランディングページからの反響を獲得できるようになります。



ヒートマップとは

ヒートマップは、Webサイトのデータを可視化する
ツールです。



ヒートマップでできること

ウェブサイトの勝ちパターンを登録しておき、コンバージョンしたユーザーと、コン
バージョン未遂のユーザーを比較し、分析できます。



ヒートマップでできること

サンクスページを訪れた、フォーム送信を行ったなど、コンバージョンしたユーザー
の動きを録画し、成功パターンを具体的に分析できます。



ヒートマップ分析改善テンプレートの

使い方説明



ヒートマップ分析改善テンプレートの流れ

【1】ヒートマップ スクロール

【2】ヒートマップ クリック

【3】ヒートマップ セッションリプレイ

【4】改善施策の抽出・提案・実装

【5】改善施策の振り返り

下記の5つを実施し、LP改善のPDCAを回すこと
で、CV率を高めていきます。

次のページから具体的な手法を説明します。



【1】ヒートマップ スクロール

Aパターン 15日間で1778セッション

＜見るポイント１＞
ファーストビューから一つ下のブロックに到達
したユーザー
このLPの場合は97%なので、ファーストビュー
は、流入ユーザーのニーズと大きくはずれて
いません。

＜見るポイント２＞
1st CTAへの到達率
お申込はこちらの段階での到達ユーザー
92%なので、ここまでは悪くない結果だと言
えます。

＜見るポイント１＞

＜見るポイント２＞



Bパターン 15日間で1855セッション

【1】ヒートマップ スクロール

＜見るポイント１＞

＜見るポイント２＞

＜見るポイント１＞
ファーストビューから一つ下のブロックに到達
したユーザー
このLPの場合は97%なので、ファーストビュー
は、流入ユーザーのニーズと大きくはずれて
いません。

＜見るポイント２＞
1st CTAへの到達率
お申込はこちらの段階での到達ユーザー
85%なので、Aパターンの方が良いLPだと言
えます。



【2】ヒートマップ クリック

1st CTA のクリック数が、
Aパターンが3クリック
Bパターンは1クリックと低いです。

【1】のヒートマップスクロール分析により、 1st 
CTAまでは、
Ａパターン 1,635セッション
Ｂパターン 1,576セッション
が来てくれていることがわかっていますが、
CTAのクリック数が低すぎるため、
コンバージョンに繋がっていません。

理由は、下記の2パターンが考えられます。
・CTAがユーザーに認識されていない。
・CTAがこのタイミングでは早すぎる。
　もっと、魅力づけのコンテンツが必要。

BパターンBパターン

＜見るポイント＞

＜見るポイント＞



【1】ヒートマップ スクロール
【2】ヒートマップ クリック
の分析結果により、
AパターンのLPをブラッシュアップします。

この段階では、まだ具体的な改善案がイメージできませんので、
【3】ヒートマップ セッションリプレイ
によって、ユーザーのサイト上での動きの録画データを分析して
いきます。



【3】ヒートマップ セッションリプレイ

例えば、ＡパターンのLPに、15日
間で1778セッション訪問があった
とすると、全セッションの録画デー
タを見ることは難しいため、条件で
絞り込んだ録画データを見ていき
ます。

絞り込む条件例
①広告限定
②今回のLPの対象エリアからの
　訪問者
③ページビュー数が3ページ以上

全セッションの地域、流入経路、流入ペー
ジ、滞在時間などと、
実際の画面での動きの録画データを、 1
ユーザーごとに見ることができます。



【4】改善施策① イベントページ

ヒートマップのデータ、録画データの分析結果により、
申込みのCTAボタンが目立っておらず、ユーザーに気づかれていな
い可能性があるので、色を目立たせて文言を変更する。
CTAのサイズも、SP時に横幅いっぱいになるサイズにする、
といった具体的な改善点を検討していきます。

案1　赤色 案2　ピンク



【4】改善施策② イベントページ

録画データを確認していると、お問い合わせフォームがLP内にあ
ることによって、目立っていない可能性があるため、
お問い合わせフォームを別ウインドウで開いたパターンとのABテ
ストをしてみる。

別ウインド
ウで開く例



【4】改善施策③ イベントページ

イベントのページから、別ページに離脱させないUIに変更。
フッター上のバナーをクリックして別ページに飛んでいるため、
フッター上のバナーは非表示にする。

録画データを確認すると、フォーム下のバ
ナーをクリックして別ページに飛んでいる
ユーザーが多いため、このバナーを非表
示にすることで、別ページへの離脱を防
ぐ。

←録画データを確認すると、このバナーからの
離脱が多いため、非表示にして、離脱を防ぐ。



【4】改善施策④ 全ページ共通

別のページに飛んだ際に、イベントのこ
とを思い出させるために、ページの右
下辺りに、イベントのバナーが少し動き
ながら表示されるようにする。

←最新の誘導したいイベントのバナー
を作成し、表示させるようにする。



改善施策の振り返りの実施

改善施策を実装したら、その結果の振り返りを
行います。
施策実施から2週間程度のタイミングで行うこと
をおススメします。



【5】改善施策④ 全ページ共通　振り返り例

■施策④の実施期間 ●月●日～●月●日

最新の誘導した
いイベントのバ
ナーを作成し、表
示させるようにす
る。→

■実施後の結果
既存のページからのイベントページへ
の流入数が●●●セッション増加。
※既存ページにバナーを設置したた
め、そのバナーからの流入が増えたと
想定される。

■施策の成果(4段階)
4　そのまま継続する。
3　改善して継続する。
2　もう1ヶ月様子を見る。
1　止める

他の施策についても、結果と成果の振り返りを行います。



ヒートマップ分析改善テンプレート まとめ

【1】ヒートマップ スクロール

【2】ヒートマップ クリック

【3】ヒートマップ セッションリプレイ

【4】改善施策の抽出・提案・実装

【5】改善施策の振り返り

月に1回～2回、このPDCAサイクルを回すこと
で、LPの改善をしていきます。



カチカのヒートマップ分析改善サービス

カチカでは、今回紹介したヒートマップ分析改善テンプレートに沿って、
1社でも多くの企業様がLPの反響率を高めてもらいたいと願い、分析
改善のプロセスを公開しています。

ただし、分析改善するには、単純に工数がかかります。
・ヒートマップを分析する工数
・他社の成功事例をインプットする工数
・改善案を考え、デザイナーに指示する工数
・デザイナーが改善案を具現化する工数
・エンジニアが改善案を実装する工数 など

カチカでは、ヒートマップ分析改善サービスを提供しております。ご興
味ある方は、ぜひ、お打ち合わせの機会をいただけましたら幸いで
す。御社の現状をお教えください。




